
特定非営利活動法人 日本分子生物学会 令和７年度（第１回）臨時総会 補足資料：

年度会費改定案の概要

入会金
（*の会員）

正会員* 学生会員*
賛助会員
（一口）

次世代
教育会員*

シニア会員

現 行 1,000 6,500 3,000 40,000 6,500 3,000

改定案 1,000 7,500
初年度0

2年目から
1,000

40,000 7,500 3,000

（円）＋1,000円 ＋1,000円－2,000～3,000円

若手研究者の減少 ： 次世代研究者の育成促進が喫緊の課題

学生が学会に参加するための負担をできる限り抑えることはできないか？

その分を少しずつ学生以外の方々に支えていただかざるを得ないが

そちらの負担額があまりに大きくなることは望ましくない

学会の会費収入総額が均衡を保てる範囲で試算を重ね検討



特定非営利活動法人 日本分子生物学会 令和７年度（第１回）臨時総会 補足資料：

臨時総会で改定案が承認された場合のスケジュール

2025.9.25

2025.10.1

臨時総会で改定案承認

2026年度開始（分子生物学会の年度は10/1～翌年9/30サイクル）

2025年10月下旬 2025年度以前からの会員へ2026年度会費振込用紙の一斉発送

9/30までの入会者には現行の年度会費適用
※第48回横浜年会（MBSJ2025）で分生会員として一般演題・LBA発表を行うには

2025年度中の入会/2025年度分までの年度会費納入が条件

10/1以降の入会者には新しい年度会費適用

2025.12.3-5 第48回横浜年会（MBSJ2025）

2026年7月頃 第49回横浜年会（BMB2026）早期参加登録・演題登録受付

2026年３～４月頃 （卒業・修了などの方）学生会員→正会員・ 次世代教育会員への会員種別変更手続き

2026年度までの学生会費を完納しており、かつ2025年12月1日現在学生である（あった）
ことが証明できる場合（学生証・学位記の写し提示など）、 2026年度会費はそのまま完納扱い
となり、正会員・次世代教育会員会費との差額分追加納入はない

現在未入会で2025年会に参加するが発表予定のない
修士院生には10/1以降（2026年度）の入会を推奨
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